








研究目的:尿路奇形は四肢奇形に次いで,頻度の高い先天異常である。このうち,

尿道裂は陰茎の奇形では包茎に次いで多く,泌尿器科ではしばしば治療の対象

とされる小児の尿路奇形である。従来,尿道裂に関する研究は手術術式を中心

とした治療学に関するそのが主なものであった。本研究は尿道下裂の発生要因

ならびに遺伝予後を検討したものである。これらは,わが国ではこれまで等閑

視されていた分野で,目的とするところは患児の家族の遣伝相談に対して,確か

な資料に基ずいて正確に尿道下裂の遣伝予後を回答できることにある。


